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村
山
槐
多
の
小
説
「
事
実
乎
小
説
乎
殺
人
行
者
」
、
挿
絵
三
点 

  

●
出
典 

 

村
山
槐
多
「
事
実
乎
小
説
乎
殺
人
行
者
」
（
『
武
侠
世
界
』
第
四
巻
第
五
号
、
武
侠
世
界
社
、
一
九
一
五

年
四
月
一
日
、
四
五
～
五
五
頁
、
表
題
は
目
次
で
は
「
事
実
か
小
説
か
殺
人
行
者
」
に
な
っ
て
い
る
） 

   

●
槐
多
の
挿
絵
の
寸
法 

 

四
七
頁 

一
二
・
二
〇×

六
・
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

四
九
頁 

八
・
八
〇×

八
・
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

五
三
頁 

一
三
・
七
〇×

一
二
・
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

   

●
解
説 
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『
武
侠
世
界
』
第
四
巻
第
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
村
山
槐
多
の
小
説
「
事
実
乎
小
説
乎
殺
人
行
者
」
と
そ

の
挿
絵
三
点
で
あ
る
。
小
説
の
原
稿
と
挿
絵
の
原
画
が
現
存
す
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
同
誌
掲
載
の
テ
ク
ス
ト
が
槐
多
の
原
稿
に
ど
れ
だ
け
近
い
も
の
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

槐
多
の
山
本
一
郎
氏
宛
の
書
簡
の
中
に
、
こ
の
小
説
に
言
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

（

註

一

）

。 

  

さ
て
四
月
号
の
武
俠
世
界
に
僕
の
書
い
た
小
説
が
採
用
さ
れ
こ
の
月
末
に
は
十
円
原
稿
料
が
貰
へ
る

事
に
な
り
ま
し
た
、 

小
杉
さ
ん
は
そ
れ
で
信
州
へ
一
月
ば
か
り
行
つ
て
来
い
と
云
は
れ
ま
す
僕
も
一
年
振
り
で
信
州
の
山

景
を
見
おマ

マ

ぢ
さ
ん
に
も
会
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
．
四
月
一
杯
そ
つ
ち
へ
参
つ
て
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
で

し
や
う

マ

マ

か 

お
伺
ひ
申
し
上
ま

マ

マ

す
、 

も
し
い
ゝ
様
な
ら
四
月
一
日
に
出
発
友
人
の
笠
原
二
郎
君
と
妙
義
山
を
見
物
し
そ
れ
か
ら
私
だ
け
大

屋
へ
参
り
ま
す
、 

（
殊マ

マ

に
依
れ
ば
笠
原
君
も
二
三
日
お
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
） 

小
杉
さ
ん
は
今
東
海
道
旅
行
中
で
月
末
に
お
か
へ
り
に
な
る
の
で
す
、 

以
上
お
伺
ひ
申
上
ま

マ

マ

す
、 

   

小
説
の
テ
ク
ス
ト
は
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の

P
D

F

に
ま

と
め
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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こ
の
小
説
の
中
で
、
野
宮
光
太
郎
た
ち
が
住
む
隠
れ
家
と
し
て
洞
穴
が
出
て
く
る
こ
と
に
は
、
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
に
小
説
が
発
表
さ
れ
る
前
年
の
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
槐
多
が
参
加
し
た
旅
行
に

お
け
る
足
尾
の
坑
内
で
の
体
験
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

（

註

二

）

。
事
実
、
槐
多
は
そ
の

旅
行
の
感
想
文
に
足
尾
の
坑
内
が
一
番
面
白
か
っ
た
と
書
い
て
お
り

（

註

三

）

、
そ
こ
で
の
体
験
は
彼
の
心
に
強
い

印
象
を
残
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
説
に
お
い
て
は
、
野
宮
の
隠
れ
家
が
あ
る
の
は
「
信
濃

（

註

四

）

」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
影
響
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。 

四
五
頁
の
挿
絵
に
は
サ
イ
ン
が
な
い
の
で
誰
が
描
い
た
の
か
は
不
明
だ
が

（

註

五

）

、
四
七
・
四
九
・
五
三
頁
の

挿
絵
に
は
「K

a
ita

」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
槐
多
の
作
だ
と
分
か
る
。
四
七
頁
の
挿
絵

は
、
戸
田
元
吉
が
別
荘
の
近
辺
の
山
を
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
表
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
四
九
頁
の
挿
絵
は

野
宮
光
太
郎
が
住
む
隠
れ
家
が
舞
台
で
、
手
前
に
い
る
の
が
戸
田
元
吉
、
奥
に
座
っ
て
い
る
の
が
野
宮
、

そ
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
の
が
彼
の
手
下
だ
と
思
わ
れ
る
。
五
三
頁
の
挿
絵
は
、
短
刀
を
持
っ
て
い
る
の

が
戸
田
元
吉
、
灯
を
頭
上
に
差
し
上
げ
て
い
る
の
が
野
宮
光
太
郎
、
彼
ら
の
後
ろ
に
倒
れ
て
い
る
の
が
元

吉
の
妻
の
豊
子
だ
ろ
う
。 

   

執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
九
月
一
五
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
三
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
七
日 

第
三
稿
発
行 
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こ
の

P
D

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


